
本
会
の
活
動
か
ら

ベ
ン
ト
で
、
約
１
２
０
０
人
が
参
加
。
本
会
は
、
40
歳
以

上
の
希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
無
料
大
腸
が
ん
検
診
」
に

協
力
、５
１
６
人
の
便
潜
血
検
査
の
検
体
を
受
け
付
け
た
。

　

本
会
で
は
毎
年
、
東
海
大
学
医
学
部
看
護
学
科
が
行
う

公
衆
衛
生
看
護
学
に
関
す
る
統
合
実
習
に
協
力
し
て
い
る
。

今
年
度
も
９
月
10
日
に
４
人
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
健
康

診
断
や
健
康
づ
く
り
支
援
活
動
お
よ
び
保
健
師
活
動
に
関

す
る
講
義
な
ど
を
行
っ
た
。

　

実
習
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
話
し
や
す
い
雰
囲

気
づ
く
り
が
信
頼
関
係
の
構
築
に
役
立
つ
と
感
じ
た
」「
健

康
経
営
は
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
理
解

が
深
ま
っ
た
」「
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
る
姿
勢
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

本
会
で
は
毎
年
、
産
業
医
科
大
学
医
学
部
の
５
年
生
を

対
象
に
し
た
産
業
医
学
現
場
実
習
に
協
力
し
て
い
る
。
こ

の
実
習
は
、
現
場
に
お
け
る
産
業
医
の
役
割
と
活
動
を
学

生
が
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
産
業
医
志
向
を
よ
り
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
全
国
の
事
業
所
で
行
わ

れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
12
月
２
～
６
日
の
５
日
間
、
医
学
生
２
人
を

受
け
入
れ
た
。
健
康
診
断
や
健
康
づ
く
り
支
援
活
動
お
よ

び
産
業
保
健
の
現
場
に
お
け
る
産
業
医
や
保
健
師
の
役
割

と
活
動
に
関
す
る
講
義
な
ど
を
行
っ
た
。

　　

令
和
６
年
度
第
２
回
全
国
運
営
会
議
（
主
催 

予
防
医

学
事
業
中
央
会
）
が
11
月
21
日
、
長
崎
県
長
崎
市
で
催
さ

れ
、
全
国
32
支
部
よ
り
約
80
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
会
議

は
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
の
都
府
県
支
部
の
役
員
、
事

務
局
長
を
対
象
に
年
２
回
開
催
さ
れ
、
予
防
医
学
事
業
に

関
す
る
今
後
の
事
業
展
開
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
討
議
さ

れ
る
。
本
会
か
ら
は
、
理
事
長
の
久
布
白
兼
行
、
専
務
理

事
の
前
田
秀
喜
、
理
事
の
矢
島
晴
美
、
広
報
室
部
長
の
栗

原
郁
、健
診
事
業
部
長
の
廣
瀬
篤
史
が
参
加
し
た
。
ま
た
、

同
日
行
わ
れ
た
予
防
医
学
事
業
中
央
会
奨
励
賞
の
授
与
式

で
は
26
支
部
33
人
が
表
彰
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
デ
ー
タ
管

理
部
と
検
診
検
査
部
の
職
員
2
人
が
受
賞
し
た
。

　

第
69
回
予
防
医
学
事
業
推
進
全
国
大
会（
主
催 

予
防
医

学
事
業
中
央
会
、長
崎
県
健
康
事
業
団
）が
11
月
22
日
、「
生

涯
に
わ
た
る
健
や
か
な
生
活
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に

長
崎
県
長
崎
市
で
催
さ
れ
、
中
央
会
支
部
関
係
者
を
は
じ

め
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。本
会
か
ら
は
、

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
、
大
腸
が
ん
に

つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
、
東
京
都
大
腸
が
ん
検
診
普
及
啓
発

事
業
「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０
２
４
」（
主
催 

東
京
都
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
レ
イ
ブ
サ
ー
ク
ル
運
営
委
員
会
）

が
２
０
２
４
年
11
月
24
日
に
荒
川
区
で
開
催
さ
れ
た
。
都

立
汐
入
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
会
場

と
し
て
、
約
５
キ
ロ
ま
た
は
約
８
キ
ロ
を
歩
く
参
加
型
イ

東
海
大
学
生
の
現
場
実
習
に
協
力　

予
防
医
学
事
業
中
央
会

令
和
６
年
度
第
２
回
全
国
運
営
会
議
に
参
加

予
防
医
学
事
業
中
央
会

第
69
回
予
防
医
学
事
業
推
進
全
国
大
会
に
参
加

「
Ｔｏ
ｋｙ
ｏ
健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０
２
４
」に
協
力

専
務
理
事
の
前
田
秀
喜
、
理
事
の
矢
島
晴
美
、
広
報
室
部

長
の
栗
原
郁
、
デ
ー
タ
管
理
部
と
検
診
検
査
部
の
職
員
２

人
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
～
生
涯
を

通
じ
た
予
防
接
種
」
を
テ
ー
マ
に
森
内
浩
幸
医
師
（
長
崎

大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
小
児
科
学 

教
授
）

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
記
念
式
典
で
は
、
予
防
医

学
事
業
の
発
展
・
向
上
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
4
人
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
理
事
長
の
久
布
白
兼
行

に
全
国
大
会
感
謝
状
（
国
井
記
念
賞
）
が
贈
ら
れ
た
。

　

関
東
甲
信
越
地
区
会
議（
主
催 

予
防
医
学
事
業
中
央
会
、

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
）
が
11
月
29
日
、
群
馬
県
高
崎

市
で
開
催
さ
れ
、
関
東
甲
信
越
地
区
の
支
部
か
ら
約
60
人

が
参
加
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
専
務
理
事
の
前
田
秀
喜
、
健
診
事
業
部
の

職
員
１
人
、
検
診
検
査
部
の
職
員
１
人
、
母
子
保
健
検
査

部
の
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

　

本
会
と
お
取
引
先
の
皆
様
が
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情

報
交
換
と
相
互
交
流
を
目
的
に
運
営
し
て
い
る
健
康
づ
く

り
懇
話
会
の
第
30
回
総
会
を
10
月
11
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
し
、
52
団
体
約
80
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
小
川
真
里
子
医
師
（
福
島
県
立
医
科
大
学
ふ

く
し
ま
子
ど
も
・
女
性
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）

に
よ
る
特
別
講
演
「
働
く
女
性
の
健
康
管
理
～
生
涯
の
健

康
も
見
据
え
た
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
～
」
が
行
わ

れ
、
女
性
特
有
の
健
康
課
題
や
職
場
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト

や
ケ
ア
に
つ
い
て
幅
広
く
ご
解
説
い
た
だ
い
た
。

●
第
38
回
関
東
臨
床
細
胞
学
会
学
術
集
会
が
９
月
14
日
、

「
Ａ
Ｉ
時
代
の
細
胞
診
」
を
テ
ー
マ
に
千
葉
県
千
葉
市
で

開
催
さ
れ
、
理
事
長
の
久
布
白
兼
行
が
参
加
し
た
。

●
日
本
超
音
波
医
学
会 

第
36
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
学

術
集
会
が
10
月
５
～
６
日
、「
超
音
波 

診
断
そ
し
て
治
療
」

を
テ
ー
マ
に
東
京
都
江
東
区
で
開
催
さ
れ
、
検
診
検
査
部

長
の
神
宮
字
広
明
、
同
部
の
職
員
10
人
が
参
加
し
た
。

●
第
57
回
日
本
小
児
内
分
泌
学
会
学
術
集
会
が
10
月
10
～

12
日
、「
探
索
と
深
化
」
を
テ
ー
マ
に
神
奈
川
県
横
浜
市

で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
母
子
保
健
検
査
部
小
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

科
の
渡
辺
和
宏
が
「
一
般
口
演
11 

周
産
期
・
新
生
児
」

に
て
、「
東
京
都
に
お
け
る
Ｌ
Ｃ

−

Ｍ
Ｓ
／
Ｍ
Ｓ
法
を
用
い

た
副
腎
過
形
成
症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
二
次
検
査
法
の
再
採

血
判
定
基
準
の
検
証
」と
題
し
て
発
表
し
た
。

●
第
33
回
日
本
婦
人
科
が
ん
検
診
学
会
総
会
・
学
術
講
演

会
、
第
60
回
東
北
臨
床
細
胞
学
会
学
術
集
会
が
10
月
19
～

20
日
、「
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
最
適
な
精
度
管
理
を

目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
青
森
県
弘
前
市
で
開
催
さ
れ
、

理
事
長
の
久
布
白
兼
行
、
健
診
事
業
部
長
の
廣
瀬
篤
史
の

他
、
健
診
事
業
部
の
職
員
２
人
、
母
子
保
健
検
査
部
の
職

員
２
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
母
子
保
健
検
査
部
母
子
保
健
検
査
一
科
の

水
上
智
子
が
同
学
術
集
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
３
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ

陽
性
検
体
の
細
胞
診
」
に
お
い
て
、「
当
施
設
に
お
け
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
陽
性
・
細
胞
診
Ａ
Ｓ
Ｃ

−

Ｕ
Ｓ
判
定
例
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

●
第
32
回
日
本
消
化
器
関
連
学
会
週
間
（
Ｊ
Ｄ
Ｄ
Ｗ

２
０
２
４
）
が
10
月
31
～
11
月
２
日
に
兵
庫
県
神
戸
市
で

開
催
さ
れ
、
消
化
器
診
断
部
長
の
川
崎
成
郎
、
放
射
線
部

の
職
員
２
人
が
参
加
し
た
。

●
第
58
回
日
本
側
弯
症
学
会
学
術
集
会
が
11
月
１
～
２
日

に
「
匠
の
技
と
革
新
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
福
岡
県
福
岡
市

で
開
催
さ
れ
、
健
診
事
業
部
長
の
廣
瀬
篤
史
、
同
部
の
職

員
３
人
、
検
診
検
査
部
長
の
神
宮
字
広
明
、
同
部
の
職
員

２
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
同
部
生
理
機
能
検
査
二
科
の
杉
山 

仁
美

が
「
一
般
演
題
２ 

学
校
検
診
」
に
て
、「
脊
柱
側
弯
症
検

診
に
お
け
る
自
動
縞
数
支
援
ソ
フ
ト
の
精
度
の
検
討
」
と

題
し
て
発
表
し
た
。

●
第
63
回
日
本
臨
床
細
胞
学
会
秋
期
大
会
が
11
月
16
～
17

日
に
「
細
胞
を
見
る
、
診
る
、
究
め
る 

～
細
胞
診
の
現
況

と
展
望
～
」
を
テ
ー
マ
に
千
葉
県
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
、

母
子
保
健
検
査
部
の
職
員
３
人
が
参
加
し
た
。

●
第
28
回
日
本
小
児
心
電
学
会
学
術
集
会
が
11
月
29
～
30

日
に
「
小
児
心
電
学
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
を
テ

ー
マ
に
三
重
県
津
市
で
開
催
さ
れ
、
理
事
の
黒
田
聡
史
、

デ
ー
タ
管
理
部
長
の
上
村
篤
弘
の
他
、
健
診
事
業
部
の
職

員
２
人
、
検
診
検
査
部
の
職
員
が
１
人
が
参
加
し
た
。

第
30
回
健
康
づ
く
り
懇
話
会
総
会
を
開
催

予
防
医
学
事
業
中
央
会

関
東
甲
信
越
地
区
会
議
に
参
加

産
業
医
科
大
学
生
の
現
場
実
習
に
協
力

▲第30回健康づくり懇話会総会 ▲Ｔｏｋｙｏ健康ウオーク２０２４

学
術
集
会
への
参
加
等
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